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研究成果の概要（和文）：４つの研究を行った。１つは、夢をめぐる親子の会話の研究である。

幼稚園児・小学校 1 年生・3 年生の親子 53 組に夢について会話してもらった録音データを分析

した。２つ目は、幼稚園児の夢理解についての研究である。年少・年中・年長計 90 名の夢理

解に関して現象学的な研究を行った。３つ目は､大学生が覚えている一番幼いときの現実の記憶

と夢の記憶に関する研究である。４つ目は、大学生の夢理解に関する研究である。それらを踏

まえて夢を大切にする文化の創出の重要性を指摘した。 
 
研究成果の概要（英文）：Four studies about dreams are carried out. The first is the study 
about parent-child conversation about their dreams Participants are kindergarten pupils 
and the first grade students and the third grade students and their parents The second is 
the study about understanding of dream in kindergarten pupils We use a new method that 
is named the phenomenological questioning method The third is the study about the 
earliest recollections of childhood events and dreams. The fourth is the study about young 
adults’ understanding of dreams It is proposed that we need to create new culture that 
don’t underestimate dreams. 
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１．研究開始当初の背景 
現在、夢に関する主要な科学的な研究は脳レ
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げている。しかし、これらは脳の活動として

の夢研究であり、人々の夢会話の研究ではな

い。人々の夢会話や夢理解についての研究

は、どちらかと言えば、歴史的な研究や文化

人類学的な研究が盛んである(『夢と人間社

会』」上下, カイヨワ他編,1978)。発達心理

学的な子どもの夢理解に関する研究は、心の

理論がらみで近年 Woolley(1995)によってな

されているが、この研究には欠陥がある。そ

れは、夢を脳の活動としてとらえるという前

提で子どもたちに課題を与えている点であ

る。それを批判し独自の課題で夢理解を明ら

かにしたのが麻生・塚本(奈良女子大学文学部

研究年報,1997)である。親子の夢会話につい

ての研究は、麻生の『子どもと夢』（岩波書

店,1996）をのぞけば皆無と言ってよい。麻

生はこれまでに従来の子どもの夢理解の研

究が「科学的夢観のバイアス」が強く不十分

であることを折々指摘してきた（「子どもの

夢からみえてくるもの」麻生『プシコ』第６

号 pp52-59.2001）。今回の研究領域は、４

つのアプローチともすべて従来の夢研究の

盲点をつくものである。これほど重要なテー

マが、看過されていること自体、近代科学的

な夢観があまりにも自明視されてしまって

いることを示しているように思われる。な

お、本研究は、フロイト・ユングなどの精神

分析の夢解釈の立場を採用しない。過度の理

論バイアスを避け、何よりも事実・現象を重

視して研究することをモットーとする。夢に

関する脳研究の知見は慎重に活用する。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、夢語りの豊かな教育的機

能を再発見するために、夢に関する親子の会

話や、今日の子どもたちの夢理解のあり方な

どについて組織的に探究することにある。本

研究は、子どもの夢理解についての純粋に発

達的研究であると同時に、「他者との夢会話」

を促進させるような教育実践的な関わりを

今後開発していくための基礎研究でもある。  

 柳田圀男(1938)が「以前は田舎では夢の話

をする人が今より多かった」と指摘している

ように、かつては夢を他者と語り合うことに

は、人々の間に奥深いやわらかな共同性を創

り出す機能をもっていたと推察される。しか

し、今日の近代社会では、夢のもつそのよう

な社会的な機能はほとんど無視されてきた。

だが、親子の間で、クラスの友達同士の間で、

夢を語り合うことは、まったくなくなってし

まったわけではない。そのような活動が、ど

のような発達的な意味をもっているのか、探

索しようというのが今回の研究目的である。 

 自分のみた夢を語り、他者と分かち合うこ

とは、当然、現実世界についてのそれらとは

異なっているはずである。自分の夢を他者に

聞いてもらうとき子どもは主人公である。ど

んな荒唐無稽な体験も、夢を聞いてくれる他

者は受け入れてくれることが多い。そこには

自分の物語を受容される体験がある。他方、

夢の世界は、他者の手に届かないところにあ

る。そのことを、子どもたちは夢に関する他

者との会話から気づいていく可能性がある。

夢体験や他者との夢会話を通じて、子どもた

ちにしだいに新たな「現実観」「自己観」を

手に入れていくものと考えられる。しかしな

がら、今日では夢語りの会話がもつそのよう

な豊かな教育的な機能が忘れ去られてしま

っている。バーチャルな世界が子どもたちに

圧倒的な影響を与え始めている今日、もっと

も素朴で根源的な体験である「夢見」を、他

者とどうやって共有し、自分の体験として取

り込んでいくのか発達的に解明することは

きわめて有意義であるように思われる。この

ような目的のために、従来なされてこなかっ

たような新しい視点から、夢に関する多角的

な研究を行う。 



 

 

 
３．研究の方法 
本研究では、以下の 4つの方向から研究を行

った。 

(1) 夢についての親子の会話の分析：幼稚

園年長児・小学校１年生・小学校３年生の親

子の約計５０ペアに夢についての会話を１

０分ほど自由に行ってもらい、子どもの性別

や学年、親子の雰囲気でいかに会話に変化が

あるかを調べる。また親子で夢を語り合った

ことが、楽しい経験であったか否かなど、親

子それぞれの感想についても分析する。 

(2 )幼稚園児の夢理解の実験的研究：幼稚

園児が「夜布団に入いったはずなのに自分が

動物園にいる」といった不連続体験をしたと

き、その体験を果たして“夢”と名付けるこ

とができるのか、また夢の“因果性”“共同

性”“フィクション性”について子どもたち

がどのように理解しているのかを麻生・塚本

(1997)を参考に考案された新たな課題によっ

て調査する。夢体験を子どもたちがどのよう

にとらえているのか明らかにする。 

 (3) 大学生への最年少時の夢についてのア

ンケート調査：大学生に一番幼いときの出来

事の記憶と一番幼いときにみた夢の記憶と

をアンケート調査する。現実に生じたことと

して記憶されていることがらと、夢の出来事

として記憶されていることがらの差異を分

析し、両者の類似点や相違点のもつ意味につ

いて研究する。夢が、現実の体験に近い、エ

ピソード記憶としてその人の人生を豊かに

している可能性を探る。 

 (4) 大学生２０名に彼女たちが夢に関して
どのように考えているのか、夢が生活にどの 
ように関係しているか、正夢や死者が夢枕に
立つといったことをどのように考えている
のか、夢に関する科学的な捉え方、またロマ
ン主義的な捉え方をしているかなど半構造
インタビューを行う。 
 
４．研究成果 

第Ⅰ研究「夢をめぐる親子の会話：53 組の

母子の夢会話の分析から」では、幼稚園児・

小学校 1 年生・３年生の親子５３組に夢につ

いて話し合ってもらったデータを分析して、

親子の夢会話の可能性をさぐった。幼稚園児

では、対等の対話というよりは、母親のサポ

ートで子どもが自分の夢について話すとい

ったパターンが大半であった。小学校３年生

頃になると、少し早熟な女の子の場合、親子

で会話のイニシアティブをめぐって駆け引

きがなされるような雰囲気になってくる。互

いの夢を尊重し、会話を行っていくという習

慣は今日の私たちには見られなくなってい

るのかもしれない。しかし、その種火はまだ

灰の中でその力を失わずその高温を保って

いるようにも感じられた。互いの夢を語る新

しい習慣を創り出すことで、家庭や学校に古

くて新しい夢文化が生まれることを期待し

たい。 

 「はじめに」においても述べたが、自分の

みた夢を語り、他者と分かち合うことは、当

然、現実世界についてのそれらとは異なって

いるはずである。自分の夢を他者に聞いても

らうとき子どもは主人公である。どんな荒唐

無稽な体験も、夢を聞いてくれる他者は受け

入れてくれることが多い。そこには自分の物

語を受容される体験がある。他方、自己のみ

た夢の世界は、他者の手に届かないところに

ある。逆に、他者の夢の世界は、自己の手の

届かないところにある。自己と他者との間に

は根源的な「溝」があることを、子どもたち

は夢に関する他者との会話から気づいてい

く可能性がある。そのようにして夢体験や他

者との夢会話を通じて、子どもたちが「現実

とは何か」「自己とは何か」を理解していく

ことができるのである。だが、残念ながら今

日では夢語りの会話がもつそのような豊か

な教育的な機能が忘れ去られてしまってい

る。第１章の研究を読んで下さった方々が、



 

 

少しでも親子の夢会話がもつ豊かな可能性

を感じとって頂ければありがたいと感じて

いる。 

第Ⅱ研究「子どもの夢概念：夜お布団に入

って寝るとどうしていろんな所に行ける

の？」によって、日本の幼稚園児たちが、欧

米の子どもたちのようにステレオタイプ的

に脳の活動に還元してしまうのではなく、夢

を自分たちの体験に照らし合わせて、夢を理

解していることが明らかになった。欧米の子

どもたちは幼いときから、自分たちの体験で

はなく、科学イデオロギーで夢を解釈してし

まっているのだ。夢は不思議な体験である。

そこには現実と非現実と違いに関する本質

的な問いが隠されている。日本の子どもたち

は、その不思議さに真正面からぶつかりつつ、

すなおに経験的なレベルで夢について学ん

でいるようなのである。年長児になると「自

分のみる夢が他者と共有されていない」こと

など、夢というものの理解がかなり進んでく

る。とは言え、日本の子どもたちにとって、

夢の世界はあくまでも現実の世界と地続き

なものなのである。欧米の子どもたちのよう

に、夢の中では自転車にのったアリがいても

よいと考えている訳ではない。つまり、夢だ

からといって、荒唐無稽なことが可能になる

と考えている訳ではない。むしろ、彼らにと

って現実に起こったことは夢でも生じうる

し、逆に、夢で起こったことは現実にも起こ

る可能性を秘めているのである。その意味で、

日本の幼稚園児にとって、夢は決して単なる

頭の中のイメージではない。ある種の独特の

リアリティが存在していることを、皆が感じ

ているのである。そこには、かつて（中世）

の豊かな夢文化を持っていた日本文化の残

り香のようなものが存在していると言って

よいだろう。 

第Ⅲ研究「現実に関する初期記憶と夢に関

する初期記憶」では、夢の初期記憶と現実の

出来事の初期記憶とに関して、実際にその出

来事や夢が入力されたと思われる時期の年

齢に依存した形で、記憶情報がコードされて

いるかを検討した。その結果、３歳の記憶だ

からといって、３歳の時点の表象能力に合わ

せた形で事象が記憶表象に貯蔵されている

わけではないことが明らかになった。ある被

験者がＡ歳のときの記憶をＢ歳の時に想起

したとすれば、その想起された記憶内容は、

情報が入力されたと思われるＡ歳のときの

主体の情報処理能力（認知能力）に依存して

いるというよりは、その記憶が想起されるＢ

歳のときの情報処理能力に依存しているの

である。つまり３歳の時の記憶を２０歳で想

起したとすれば、その想起された記憶内容は、

３歳の認知能力によってコード化されたも

のが再生されるのではなく、むしろ２０歳の

ときの認知能力によるコード化の影響をも

ろに受けているということである。 

記憶イメージがどのような視点から想起

されるのか、興味深い問題である。今回は現

実の記憶イメージだけではなく、夢の記憶イ

メージに関しても、そのような視点から想起

されるのか詳しく検討した。その結果、この

種の研究のパイオニアであった Nigro & 

Neisser (1983)たちの報告している事実は、

残念ながら確認できなかった。これは、越智

(2005)の指摘とも一致している。記憶イメー

ジとその際の想起視点の問題は、１９６０年

代から我が国では北村(1965)によってよって

言及されていたことがらである。問題は、

Nigro & Neisser (1983)たちの議論を越えて、

自己像の問題などともからめて新たに議論

されて（麻生,2009a）いく必要があるように

思われる。 

しばしば人はそれが夢の中の出来事だっ

たのか、現実に生じた出来事だったのか、あ



 

 

やふやになることがある。「一番幼いときの

夢記憶」と「一番幼いときの現実の記憶」と

を尋ねた際に、自分の記憶がそのどちらか自

信がもてなくなる被験者が少なからずいた。

私たちがみる多くの夢は、きわめて日常的な

出来事の夢である。よって、過去の出来事の

記憶と、過去にみた夢のなかの出来事の記憶

とは、私たちが意識できぬまに混ざり合って

しまっている可能性も少なくない。それはは

たして夢なのか現実なのか、過去の出来事に

関する私たちに記憶は、きわめて怪しい。そ

れだけではなく、記憶というものが、想起さ

れる時点で常に再編集される改訂版に他な

らないとすれば、過去の記憶というものはそ

もそもきわめてあやふやなものだというこ

とになる。それは夢に似ているのである。「浪

速のことは夢のまた夢」。秀吉の辞世の句で

ある。死に際になれば、過去に起こったこと

とは言え，それは夢とさして変わらぬように

感じられてもさほど不思議ではないように

思われる。 

第Ⅳ研究「現代人は夢をどうとらえている

のか：女子大学生へのインタビュー調査か

ら」では、夢と現実の狭間をいく女子大生の

心を追跡インタビューした結果を報告した。

現在の女子大生の多くは、夢現象を少なくと

表面的には科学的なスタンスで理解してい

た。しかし、それと両立可能な形で、夢に関

してロマン主義的な捉え方をする者も半数

近くいた。とくに死者が夢枕に立つことなど

の話題に関しては、ロマン主義的な回答をす

る者がめだった。女子大生の少なからぬ者が、

夢を睡眠中の脳の活動と自然科学的に理解

しつつも、どこかロマン主義的な考え方を併

存させていたのである。 

このような大学生の夢に関する態度は、２

章でみた日本の子どもたちの夢に対する態

度と、ある意味似通っているように思われる。

日本の幼稚園児にしろ、日本の女子大生にし

ろ、両者ともその多くは「自然科学的イデオ

ロギーによる夢解釈」を頭から鵜呑みで信じ

るような態度は示していない。そこには、夢

に関して開かれた態度をもつ子どもや大人

の姿がある。夢の世界は、死の世界と容易に

つながる世界である（麻生,1996, 2009b）。死

者は夢の中では容易に蘇る。夢の中で死者に

出会ったという夢の記憶と、過去にけるその

人との出会いの記憶は、それらの記憶を想起

するものにとって同様のリアリティをもっ

て迫ってくると言えるだろう。 

夢の問題は、記憶の問題でもあり、死や意

識やリアリティの問題とも深く関連してい

る。そこには夢を脳の活動に還元するだけで

は解決できない存在論的な問いが隠されて

いる。夢についての大学生へのインタビュー

から見えてきたことは、そのような夢の不思

議を大学生たちの多くが、うまくことばにで

きないまま、感じている姿である。 
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